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PRESS RELEASE  2018/7/2      

 

環境の厳しさと食料生産手段が人間関係の自由度を左右する 
～39 ヵ国比較調査により人間関係の流動性の原因と人の心理への影響を解明～ 

 
ポイント 
・人間関係の自由度を低める原因として，環境の厳しさ（飢饉や戦争）と食料生産手段（稲作）を同定。 
・自由度の高い社会の人々は，人間関係に積極的に関わることを確認。 
・急速に流動化しつつある現代社会への対応を考える上で有用な成果。 

概要 
北海道大学大学院文学研究科の結城雅樹教授らの研究グループは，世界 18 ヵ国の研究者 27 名と

共同で，関係流動性（人間関係の選択の自由度）が高い社会と低い社会の違いをもたらす歴史的原因
と，その原因が人々の心理や行動に与える影響を明らかにしました。世界 39 ヵ国・地域の一般市民
16,939 名を対象とした心理学調査と，各種統計との関連の分析により，以下のことがわかりました。 

1) 関係流動性は，欧米圏，オセアニア圏，中南米圏で高く，アジア圏，中東圏で低い傾向にある。 
2) 関係流動性が高い社会の人々は，低い社会の人々と比べて，より主体的に人助けをしたり，自分

の秘密を共有するなど，より積極的に対人関係に関わる。また，他者に親密性を感じやすい，自
尊心が高いなど，人間関係の獲得と維持に必要と考えられる心の働きが強い。 

3) 地域の関係流動性は，その地域が過去に厳しい自然・社会環境の下にあった場合ほど，また稲作
のような相互の助け合いが必須の食料生産を採用していた場合ほど低い傾向にある。 

以上の成果は，私たち人間の心の多様性の原因の理解に寄与するとともに，インターネットの発展
などにより人間関係の流動性が急速に進行しつつある現代社会の将来設計や今後の教育について考
える参考となることが期待されます。 

なお，本研究成果は，日本学術振興会科学研究費助成事業（15H03445）の助成を受けた成果です。
米国東部時間 2018 年 6 月 29 日（金）公開の Proceedings of the National Academy of Sciences of 
the United States of America 誌に掲載されました。 

 
調査対象国・地域の関係流動性（赤が強いほど関係流動性が高く，青が強いほど関係流動性が低い） 
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【背景】 
対人行動に関するこれまでの国際比較研究で，「個人主義的」とされる欧米諸国に暮らす人々の方が，

「集団主義的」とされる東アジア諸国の人々よりも人間関係に積極的に関わるという，従来の考えから
は説明が難しい現象が見られてきました。これに対して結城教授らの研究グループは，個人主義的な社
会では関係流動性＊1 が高く，人間関係を比較的自由に選択したり交換したりすることが可能であるため，
本当に有益な人間関係を獲得したり維持したりするためにはより積極的な投資が必要だからであると
の仮説を立て，様々な実証研究を行ってきました。しかし，これらの研究の多くはアメリカと日本など
特定の二ヵ国の比較にとどまっており，この理論が世界の他の国々や地域にも適用可能かは不明でした。
また関係流動性の高い社会と低い社会が生まれた原因についても不明でした。 
 
【研究手法】 

ソーシャルネットワークサイト Facebook の広告を用いて募集した世界 39 の国と地域（以下「国」
と略）の住民 16,939 名から，インターネット上に設けた計 23 言語のアンケートに対する回答を得まし
た。アンケートでは，まず，関係流動性の指標として，回答者が住む地域社会の人々がどの程度新しい
他者と出会うことができ，また人間関係をどの程度自由に選択したり取替えたりすることが可能だと思
うかを尋ねました。また回答者の心理と行動を測る項目として，友人や恋人に対する親密な感情の強さ
や自分の秘密を打ち明ける行動，困っている人に対して自己犠牲的に援助する気持ちの強さなどを尋ね
ました。分析では，当該国の平均的な関係流動性が，その国が過去におかれていた環境や現在おかれて
いる環境の性質とどのように関連しているか，またその国の回答者の平均的な心理と行動の傾向とどの
ように関連しているかなどを検討しました。 
 
【主な研究成果】 

1) 関係流動性（対人関係の選択の自由度）は，主に欧米圏，オセアニア圏，中南米圏において高く，
主にアジア圏，中東圏において低いことがわかりました。 

2) 関係流動性が高い国々の人は，低い国々の人と比べて，人助けや，友人や恋人に自分の秘密を打
ち明けるなど，より積極的に対人関係に関わっていました。また，他者に対して親密さを感じや
すく，自尊心が高いなど，他の人との人間関係を積極的に作り，また失わないために必要と考え
られる心の働きが強いことがわかりました。 

3) 各国の関係流動性は，当該地域が過去に過酷な自然・社会環境の下にあった場合ほど，また稲作
のような相互の助け合いが求められる食料生産を採用していた場合ほど低い傾向にありました。 

 
【今後への期待】 

以上の成果は，私たち人間の心の多様性の理解に寄与するとともに，インターネットの発展などによ
り人間関係の流動性が急速に進行しつつある現代社会の将来設計や今後の教育について考える際に参
考となることが期待されます。 

 
論文情報 
論文名 Relational mobility predicts social behaviors in 39 countries and is tied to historical 

farming and threat（39 ヵ国の関係流動性は社会行動を予測し，農業と脅威の歴史に結びつ
いている） 

著者名 Robert Thomson1，結城雅樹2，Thomas Talhelm3，Joanna Schug4，鬼頭美江5，Arin H. 
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雑誌名 Proceedings of the National Academy of Sciences（米国科学アカデミー紀要） 
ＤＯＩ 10.1073/pnas.1713191115 
公表日 米国東部時間 2018 年 6 月 29 日（金）（オンライン公開） 

 
お問い合わせ先 

北海道大学大学院文学研究科 教授 結城雅樹（ゆうきまさき） 
ＴＥＬ 011-706-3056   ＦＡＸ 011-706-3056   メール myuki@let.hokudai.ac.jp 
ＵＲＬ https://lynx.let.hokudai.ac.jp/∼myuki/ 

配信元 
北海道大学総務企画部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条西 5 丁目） 

ＴＥＬ 011-706-2610   ＦＡＸ 011-706-2092   メール kouhou@jimu.hokudai.ac.jp 
 
【用語解説】 
＊1 関係流動性 … それぞれの社会における，対人関係の選択の自由度のこと。関係流動性の高い社会

では，見知らぬ人との出会いの機会が多く，また対人関係を自由に選んだり，選び替えたりすること
が比較的容易である。関係流動性の低い社会では，同じ人たちとの付き合いや同じ集団への所属が長
期にわたる傾向があり，対人関係を変更することが比較的困難である。 
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【参考図】 

 
図１ 食料生産手段 （横軸）と関係流動性（縦軸）の関連。牧畜を始めとする相互独立的な食料生産が

主流だった国（左方向）よりも，水稲農業を始めとする相互依存的な農業形態が主流だった国（右方
向）の方が，関係流動性が低い。オレンジの丸は牧畜飼料用耕地が全農耕地の 20％を超えていた国，
グリーンの丸は水稲農業用地が 50％を超えていた国を表す。 

 
図２ 自然環境・社会環境の過酷さ（横軸）と関係流動性（縦軸）の関連。より過酷な環境におかれて

いた国（右方向）ほど，関係流動性が低い。 


